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プロジェクトについて
「地球温暖化問題への取り組み」及び「生物多様性の保全」という
2つの側面から、環境問題には、貧困、食糧難、教育など、さま
ざまな社会的な課題が密接に関連しているという現実を踏まえ、
本質的な問題解決に取り組んでいます。

●収支報告

‘09年度収入合計

‘08年度繰越金
32,069,728円

102,023,279円

カード会員拠出金
42,504,000円

コスモ石油拠出金
45,257,324円

クリック募金
5,429,756円

CLC※拠出金
5,420,866円

CTS※拠出金
3,388,600円

預金利息・他収入
22,733円

熱帯雨林保全（パプアニューギニア）
11,573,000円

秦嶺山脈  森林・生態系回復
3,675,000円

熱帯雨林保全（ソロモン）
9,563,000円

シルクロード緑化
2,925,000円

循環型農業支援
1,475,809円

南太平洋諸国支援（キリバス）
3,051,279円

南太平洋諸国支援（ツバル）
2,465,720円

学校の環境教育支援
9,149,939円

野口健環境学校
4,129,794円

種まき塾
8,700,000円

さとやま学校
3,015,000円

内モンゴル緑化
1,851,000円

北タイ山岳地帯  共有林地図作成
2,681,999円

エコキャビンスクール
2,066,716円

2008年度収支レビュー費
300,000円

管理費（評議員謝礼・他）
632,115円

●資産規模と会員数の推移（過去5年間）
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収支計算書に対する独立した公認会計士のレビュー報告書

　私は、コスモ石油エコカード基金（以下、基金という。）の委嘱に基づき、基
金の2009年度（2009年4年1日から2010年3月31日まで）の収支計算書に
ついて、日本公認会計士協会監査・保証実務委員会研究報告第20号「公認会
計士等が行う保証実務等に関する研究報告」に準拠してレビューを行った。
　レビューの結果、上記の収支計算書が、基金の2009年度（2009年4月1日
から2010年3月31日まで）の収支の状況を適正に表示していないと認めら
れる事項は、すべての重要な点において発見されなかった。
　基金と私の間には、公認会計士法の規定に準じて記載すべき利害関係はない。

2010年4月23日 公認会計士  加藤 俊也

※ CTS：コスモトレードアンドサービス、
　 CLC：コスモ石油ルブリカンツ

‘09年度支出合計

‘10年度繰越金
66,837,636円

67,255,371円
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コスモ石油エコカード基金では、「国内外の環境修復と保全」及び
「次世代の育成」をテーマに、持続可能な社会の実現をめざして
います。
本基金で展開している「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトでは、

「ずっと地球で暮らそう。」 

　コスモ石油エコカード基金は、2002年4月に生まれ、

2010年4月で9年目に入りました。昨今の厳しい経済

情勢の中、これだけ長く続けてこられたのは、ひとえに

8万5千人もの会員の皆さまの支えによるものです。皆さ

まにはここに厚く御礼を申し上げます。

　私は2009年9月に、支援先プロジェクトである「種

まき塾」で行われたエコツアーにエコカード会員の皆さ

まとともに参加しました。森の中から「実生」を採取し、

ゴルフ場跡地を元の自然林に戻すための植林活動を

通じて、北海道・富良野の空気や土を五感すべてで感じ

られたこと、何より一緒に参加した会員の皆さまからさ

まざまな感動の声をお聞きできたことで、プロジェクト

の意義を改めて確信しました。この報告書を通じて、私

が感じたことやプロジェクトの現場の空気を少しで

もお伝えできれば良いと思います。

　そして、皆さまからお預かりした基金をより有意義

に活用するために、我々が会員の皆さまになり代わ

り、透明性と健全性を意識した基金の運営を続けるこ

とが重要であると考えます。来年は10年目という節

目に当たります。長い目で長期的に取り組むもの、短期

間で集中的に取り組むものなど、メリハリをつけて支援

を行っていきたいと考えております。

　最後に、当基金をご支援いただいている会員の皆さ

まに改めて心から御礼を申し上げます。今後とも温かい

ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

コスモ石油エコカード基金は9年目。
これからも会員の皆さまとともに。

コスモ石油エコカード基金
理事長

「種まき塾」エコツアーにて

松村 秀登


